
（
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「

１

死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮こ

に
処
す
る
確
定
裁
判
の

裁
判
書

百
年

」
を

に
、 「

bc

「

１

死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
処
す
る
確
定
裁
判
の

裁
判
書

百
年

」
b

刑
の
一

「

五
年
未
満
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

五
年

三
年
（
法
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
法
務
省
令
で

定
め
る
期
間
）

」
を

b

刑
の
一

c

五
年
未

除
く
。）に

d

罰
金
、

部
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
裁
判
に
係
る
も
の

満
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
処
す
る
裁
判
（
b

の
裁
判
を

係
る
も
の

拘
留
又
は
科
料
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

八
年

五
年

三
年
（
法
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
法
務
省
令
で

定
め
る
期
間
）

に
改
め
る
。

」

「

平成™œ年�月˜ 日 水曜日 (号外第˜™Ÿ号)官 報

（
売
春
防
止
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

売
春
防
止
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、「
執
行
」
を
「
刑
の
全
部
の
執
行
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
八
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
加

え
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
（
労
役
場
に
留
置

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
労
役
場
が
附
置
さ
れ
た
刑
事
施
設
）
又
は
少
年
院
」と
あ
る
の
は
、「
婦
人
補
導
院
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
四
項
中
「
第
八
十
二
条
」
を
「
第
八
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
、
第
五
十
条
」
を
「
、
第
五
十
条
第
一
項
」
に
、「
並
び
に
第
六
十
条
か
ら
第
六
十
四
条

ま
で
」
を
「
、
第
六
十
条
か
ら
第
六
十
四
条
ま
で
並
び
に
第
六
十
五
条
の
二
か
ら
第
六
十
五
条
の
四
ま
で
」
に
、「
第

五
十
条
第
三
号
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、「
同
じ
。）」
の
下
に「
又
は
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
」

を
加
え
、「
同
条
第
四
号
中
「
第
三
十
九
条
第
三
項
」
を
「
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
九
条
第
三
項
又
は
第
七
十
八
条

の
二
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
五
十
一
条
第
二
項
中
」
の
下
に「「
次
条
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
五
十
二
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
十
二
条
」
と
、」を
、「
第
二
十
六
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
二
十
七
条
の
五
」
を
加
え
、「
及
び
第
五
十

五
条
第
二
項
」
を
削
り
、「
又
は
第
四
十
一
条
」
を
「
の
決
定
に
よ
り
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
の
刑
の
執
行
の
た
め
収
容

し
て
い
る
者
を
釈
放
す
る
と
き
、
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
て
そ
の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶
予
さ
れ
な

か
っ
た
部
分
の
期
間
の
執
行
を
終
わ
り
、
若
し
く
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
（
そ
の
執
行
を

終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
時
に
他
に
執
行
す
べ
き
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
よ
り
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
を
釈
放
す
る
と
き
、
又
は
第
四
十
一
条
の
決
定
に
よ
り
保
護
処
分
の
執
行
の

た
め
収
容
し
て
い
る
者
を
釈
放
す
る
と
き
」
に
改
め
、「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
の
決
定
に
よ
り
、
補
導
処

分
の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
を
釈
放
す
る
と
き
」
と
、
同
法
第
五
十
五
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
又
は

少
年
院
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
婦
人
補
導
院
の
長
」
を
加
え
、「
又
は
保
護
処
分
」
を
「
の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い

る
者
に
つ
い
て
第
三
十
九
条
第
一
項
の
決
定
に
よ
る
釈
放
の
時
ま
で
に
特
別
遵
守
事
項
（
そ
の
者
が
保
護
観
察
付
一

部
猶
予
者
で
あ
る
場
合
に
は
、猶
予
期
間
中
の
保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
を
含
む
。）が
定
め
ら
れ
た
と
き
、

保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
に
つ
い
て
そ
の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
期
間
の
執
行
を
終
わ
り
、

若
し
く
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
釈
放
の
時
ま
で
に
特
別
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
た

と
き
、
又
は
保
護
処
分
の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
第
四
十
一
条
の
決
定
に
よ
る
釈
放
の
時
ま
で
に

特
別
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
」
に
改
め
、「
補
導
処
分
」
の
下
に
「
の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
に
つ
い

て
、
売
春
防
止
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
決
定
に
よ
る
釈
放
の
時
ま
で
に
特
別
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
」
を

加
え
る
。

第
三
十
一
条
中
「
同
法
第
八
十
五
条
か
ら
第
八
十
七
条
ま
で
及
び
第
九
十
八
条
」
を
「
同
条
か
ら
同
法
第
八
十
七

条
ま
で
及
び
同
法
第
九
十
八
条
」
に
、「
同
項
第
八
号
」
を
「
同
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
改

正
）

第
十
一
条

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平

成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、」の
下
に
「
刑
の

全
部
の
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
イ
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
そ
の
刑
の
」
の
下
に
「
全
部
の
」を
加
え
る
。

（
更
生
保
護
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

更
生
保
護
事
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
刑
の
」
の
下
に「
全
部
の
」を
、「
次

号
」
の
下
に
「
及
び
第
五
号
」
を
加
え
、
同
項
第
九
号
中
「
又
は
第
二
号
」
を
「
若
し
く
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

懲
役
又
は
禁
錮
に
つ
き
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
、
そ
の
猶
予
の
期
間
中
の
者

（
国
際
受
刑
者
移
送
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

国
際
受
刑
者
移
送
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
、「
第
六
十
五
条
」
を
「
第
六
十
五
条
の
四
」
に
改
め

る
。

（
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五

年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、「
言
い
渡
し
」
の
下
に
「
、
そ
の
刑
の
全
部
の
」
を
加

え
る
。

第
七
十
四
条
第
二
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
言
い
渡
し
」
の
下
に
「
、
そ
の
刑
の
全
部
の
」
を
加
え
る
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国

管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の

出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
二
条
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、「
者
（
」
の
下
に
「
刑
の
全
部
の
」
を
加
え
、
同
条
に
後
段

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
入
管
法
第
二
十
四
条
第
四
号
ヘ
]
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ヘ
]
た
だ
し
書
中
「
執
行
猶
予
」
と
あ
る
の
は
、「
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
」と
す
る
。

 Ÿ
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